
 

 

 

江田島市自動運転実証調査事業について 
 

１ 事業実施の目的 
自動運転技術による本市のバス路線の運行について実証実験を行い、レベ
ル４運行に向けた課題・論点を抽出します。 

 
２ 事業実施主体 
  江田島市・江田島バスで構成するコンソーシアム 
 
３ 参画企業・協力団体 
（１）日本モビリティ（株）：レベル４運行に向けた自動運転技術の提供 
（２）（株）荒谷建設コンサルタント：導入効果の検証、リスクアセスメント 
（３）富士通 Japan（株）：運行実績の分析 
（４）広島県地域政策局交通対策担当：実装を見据えた運行に係る知見獲得 
（５）あいおいニッセイ同和損害保険（株）：自動運転におけるリスクアセス 

メントに係る知見獲得 
 
４ 事業費 

９，９９５，０５０円（全額国費） 
令和４年度 地域公共交通確保維持改善事業費補助金（実証運転実証調査

事業） 
 

５ 実証運行の内容 
（１）今回の内容は実証運行レベル２となります。 
 
 
 
 
 
 
（２）実施期間 

調整期間：令和６年１月５日（金）～１９日（金）のうち１０日程度 
  本番期間：令和６年１月２０日（土）、２１日（日） 

        9:00～16:00（12:00～13:00 を除く）、12 便/日 
（３）実施場所：ゆめタウン江田島～大盤公園（往復 3.2 ㎞） 
（４）実施方法： WEB 等により乗車希望者を募集（乗車は無料） 
        当日は、江田島バス営業所にブースを設置し、自動運転の PR

やアンケート調査を実施 
 

自動運転レベル 
１：運転支援（自動ブレーキ等） 
２：特定条件下での自動運転（ドライバーによる監視） 
３：条件付自動運転（システムによる監視） 
４：特定条件下での完全自動運転 
５：完全自動運転 
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